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茂原市自治基本条例を考える市民の会 第 7 回会議 概要 

開催日時 平成 24 年 5 月 16 日（水） 18 時～ 

開催場所 茂原市役所 502 会議室ほか 

出席者 実行委員会委員 35 名（うち 8 名所用のため欠席） 

事務局（十枝企画政策課長、花沢企画政策課主幹、木島企画政策課係長、風

戸企画政策課主査、宮脇企画政策課主事）、説明員（土木建設部都市計画課 佐

久間副技監・積田係長・松沢主査、福祉部障害者福祉課 岡田係長、高齢者

福祉課 片岡主幹、丸島補佐、根本係長、野口主事） 

※成田市役所企画政策部企画政策課 窪田主査・金光主査 視察のため来庁 

会議次第 1.開会 

2.あいさつ 

3.議題 

(1) まちづくり分科会について 

(2) その他 

4.閉会 

会議要旨 2.議題 

(1) まちづくり分科会について 

・前回質問のあった前期基本計画の評価、市民アンケート結果について資料

に基づき説明（18 時～18 時 30 分） 

【主な質疑応答】 

Q.前期基本計画の期間中に実施されなかった理由は財政難によるものか 

A.財政状況が厳しくなったことに加え、市町村合併を見込んで計画したもの、

右肩上がりで想定していた人口が逆に減少に転じたことなど、さまざまな理

由がある。 

Q.評価結果が低かったものについて政策の優先順位の見直しを行ったのか。 

A.評価が 1（未実施または実施予定なし）の事業であっても、新設を断念した

代わりに維持補修で対応するなどしているものもある。 

Q.アンケート結果や前期基本計画の評価結果を後期基本計画にどう反映した

のか。 

A.アンケートは後期基本計画の策定に際して市民の市政に対する意識・意向

などを把握するために実施したもの。前期基本計画の評価は内部評価であり、

実施できたか否かで評価し、事業に対する市民の満足度という尺度では評価

しなかった。10 年目までに終わる事業と、計画以前も以後も継続して行う事

業の両方が掲載されており、評価が 3（実施中）のものについては後期基本計

画においても継続して実施することとした。 

・分科会ごとに分かれてグループワーク（18 時 30 分～20 時 30 分） 
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【分科会ごとのグループワーク振り返り】 

○第一分科会（教育・子育て） 

連休前に膨大な冊子資料をいただき、議論を深める方法についてサブリーダ

ーの丸嶋氏が考えてくれた。自治基本条例について、一般市民に対して私た

ち市民の会委員がどれだけ議論を深めたか、ここまで考えてそれを凝縮した

ものだと答えることができなければならない。その過程が重要。どういう疑

問があり、どこに困っているのかを知るべき。丸嶋氏が取りまとめてくれた

資料は私たちへの問いかけもあり、市の職員への問いかけもある。子育て中

の市民に意見を聞いた方がよいと考え、次回は子育て支援の現場に接してい

る長生茂原おやこ劇場の白鳥さんを招いてお話をお聞きすることとした。市

の子育て支援課の職員にも来ていただきたい。丸嶋氏が取りまとめた質問項

目が多いため、それを仕分ける作業を行い、メーリングリストに投げかけて

市の担当に取りまとめていただき、議論を深めていきたい。 

○第二分科会（福祉） 

障害福祉課、高齢者支援課の職員 5 名に来ていただき、勉強会を行った。分

かったこととして、高齢者は平成 24 年で 2 万 3～4,000 人おり、そのうち介

護認定を申し込んでいる方が 3,477 人で全体の 14%。実際にサービスを受け

ているのは 2,800 人くらい。障害者手帳（精神・身体・知的）を保持してい

るのは 4,803 人で、全市民 9 万 2,000 人の 5%を占める。そのうち自立支援法

に基づく施設サービスやヘルパーを利用しているのが 480 人。認定を受けて

いる人の 10%がサービスを利用している。このほか、税制優遇や減免など制

度による支援もある。今後、後見人や支援者のネットワーク、地域包括支援

センターの増設（H24 年度に 1 か所、H26 年度までにもう 2 か所）、ボラン

ティアの育成などについて話が及んだ。それらの取り組みについて情報の整

理が必要。次回は分科会内の実践者である松永氏、井上氏の話を聞き、課題

を整理したい。 

○第三分科会（環境・都市計画） 

都市計画マスタープランについて、都市計画課の職員 3 名の出席をいただき、

勉強会を行った。駅前の再開発について質疑が集中した。162 億円の事業費

で今後何年かかるかわからない。当該地区が商業の集中によって活性化する

とは思えない。人口が減少し、営業を続けない人もいる。次回は十枝課長に

よるレクチャーをもう一度受ける。年に 1 億円ほど投下するならば他に回し

た方がよい。 

・リーダー会議の報告 

まずは課題を認識し、条例づくりに生かしていくこと。今年度中に基本的

な考えを提言書としてまとめる。スケジュールは当初事務局が示したものと

は異なってきている。 

・分科会ごとの会議録（各分科会の記録係が作成。別添） 

・国際交流市民ミーティングについて（PR） 
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